
福
岡
藩
析
蟷
仕
組
と
藩
国
家

へ
の
傾
斜

は

じ

め

に

前
稿
に
お
い
て
、
福
岡
藩
の
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
）
の
析
蟷
仕

組
の
施
行
を
と
り
あ
げ
た
。
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上

っ
て
き
た
の
が
、

二
つ
の
市
場
圏
を
抱
え
た
本
藩
の
流
通
構
造
で
あ

っ
た
。
そ
の

一
つ

は
、
東
部
四
郡
を
貫
流
す
る
遠
賀
川
流
域
市
場
圏
で
あ
り
、
他
の

一

つ
は
、
城
下
町
の
、
主
と
し
て
博
多
と
直
結
す
る
甘
木
街
道
の
要
と

し
て
陸
上
交
通
を
利
用
す
る
藩
南
甘
木
宿
を
中
心
と
し
た
市
場
圏
で

あ

っ
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
市
場
圏
の
性
格
が
相
当
に
異
な
っ
て
い
る

と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
第

一
に
東
部
四
郡
は
遠
賀
川
と
い
う
河
川
交

通
を
持

つ
の
に
対
し
て
、
南
部
は
い
わ
ゆ
る
甘
木
街
道
と
い
う
陸
上

交
通
の
特
質
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
、
大
き
な
相
違
点
と
し
て
対
置

藤

本

隆

士

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
節
を
改
め
て
、
二
市
場
圏
の
若
干
の
問
題
点
を
考
察
し
て

み
よ
う
。一

　

藩
東
遠
賀
川
流
域
市
場
圏

藩
南
甘
木
宿
を
中
心
と
す
る
物
流
に
比
べ
て
、
長
崎
街
道
は
幹
線

的
流
通
路
で
あ

っ
て
、
通
説
で
は
長
崎
輸
入
物
資

・
文
化
は
筑
前
を

通
過
し
た
の
み
で
、
地
元
に
は
影
響
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
い

わ
れ
る
の
も
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
第

一
宿
の
遠
賀
郡
黒
崎

は
、
薩
摩
藩
な
ど
少
休
所
と
し
て
幾
人
か
の
商
人
が
特
権
的
応
対
を

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
流
域
市
場
圏
と
し
て
藩
東
四
郡

を
中
心
に
考
え
れ
ば
、
甘
木
宿
市
場
圏
に
比
べ
る
と
、
流
通
量
は
少



な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
地
勢
が
大
き
く
関
わ

っ
て
お

り
、
東
部
四
郡
を
主
と
し
て
み
る
と
西
側
に
北
か
ら
西
山

。
犬
鳴

山

・
八
木
山

。
龍
王
山

。
三
郡
山
の
山
脈
が
南
北
に
縦
走
し
、
南
側

は
、
太
宰
府
付
近
で
少
し
低
地
は
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
西

へ
大
根
地

山

。
三
ヶ
山
と
山
地
に
な
り
、
こ
の
二
山
の
間
を
越
す
冷
水
峠
の
難

所
と
な
る
長
崎
街
道
と
交
わ
り
、
さ
ら
に
東

へ
古
処
山

・
馬
見
山

・

嘉
摩
峠
を
経
て
釈
迦
ヶ
岳

へ
、
少
し
右
肩
下
が
り
の
東
西
山
脈
が
連

ら
な
る
。
こ
の
縦
横
Ｌ
字
型
に
東
部
四
郡
は
抱
え
ら
れ
て
、
箱
庭
的

地
形
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
こ
れ
ら
山
塊
を
水
源
と
し
た
多
く

の
河
川
が
出
来
、
最
終
的
に
は
直
方
で
小
倉
藩
か
ら
西
流
し
て
き
た

彦
山
川
と
合
流
し
て
遠
賀
川
と
な
っ
て
い
る

（図
１
参
照
）。

こ
れ
ら
多
く
の
支
流
を
集
め
た
四
郡
の
灌
漑
は
豊
富
で
あ
り
、
近

世
村
落
地
帯
の
形
態
に
近
い
が
、
た
だ
四
郡
南
部
の
穂
波
郡
の

一
部

は
、
秋
月
よ
り
馬
見
山
を
越
え
て
秋
月
藩
領
が
占
め
て
お
り
、
年
貢

申く縦線＞。南の　　・̈時『「『̈̈
一一̈一け嚇咄

¨̈
　　はれれ赫れ蹴ｒ一遠燦剛『輸「罐纏

割

り。　
　
の
件
を
告
げ
る
と

「御
仕
組
之
儀
奉

」返

コょ
＞
　
畏
」
と
順
調
に
進
ん
で
ゆ
く
過
程
を
、

図
　

筆
　
仕
組
奉
行
亀
右
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門
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て
次
の
如
く
述

べ
て
い
る
。
完
壁
な
ま
で
の
仕
組
組
織
が
出
来
上

が
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
少
し
長
い
が
次
に
史
料
を
引
用
し
て
お
こ

＞「ノ。
２

一
月
）

翌
十
八
日
、
植
木
丼
木
屋
ノ
瀬

・
直
方
之
者
板
場
之
者
共
呼

出
、
所
存
承
り
い
処
、
何
れ
も
御
触
之
通
御
仕
組
之
儀
奉
畏
い

旨
申
出
い
、
右
二
付
若
松
口
御
蔵
元
井
板
場
持
之
者
わ
六
人
程

も
年
番
相
立
、
御
銀
子
預
り

一
式

。
蟻
荷
物
請
持
船
積
等
之
仕

法
、
追
而
被
仰
付
儀
も
可
有
之
い
之
旨
申
聞
い
処
、
庄
屋
助
右

衛
門
格
別
風
俗
宜
ク
寸
志
寄
特
之
儀
申
出
、
且
又
右
御
仕
組
重

畳
宜
舗
相
調
い
様
二
出
精
可
仕
旨
、
兼
而
御
郡
奉
行
様
わ
被
仰

付
い
、
若
松
口
御
蔵
元

二
被
仰
付
い
御
場
所
等
御
用
二
可
被
遊

御
座
い
、
若
御
用
達
も
可
仕
い
者
、
若
松
江
酒
場
も
所
持
仕
居

申
い
、
随
分
家
居
等
も
御
用
達
可
仕
旨
申
出
、
且
又
植
木

。
木

屋
ノ
瀬

・
直
方
庄
屋
等
寸
志
寄
特
二
申
談
い
故
、
植
木

二
蟷
会

所
早
速
取
建
、
蟷
荷
取
集

い
而
大
坂
表
江
船
積
仕
、
壱
番

二
大

坂
表
江
積
登
、
其
後
追
々
益
出
情
仕
い
故
、
東
郡
速

二
御
仕
組

相
調
い
、
畢
寛

ハ
御
郡
奉
行
衆
る
委
敷
御
仕
組
相
立
い
様
二
申

付
有
之
い
故
、
遠
賀

・
鞍
手
両
郡
不
残
能
御
仕
組
之
儀
帰
服
仕

い
、
若
宮
河
内
杯
櫨
実
余
分
之
儀

二
而
、
大
板
場
も
段
々
居
申

い
、
植
木

。
木
屋
ノ
瀬

・
直
方
庄
屋
格
別
出
情
様
々
心
配
仕
い

故
、
東
郡
之
方
至
而
宜
、
第

一
番

二
御
仕
組
調
申
い
事

と
、
安
堵
の
上
、
年
番
を
き
め
た
。
若
松
口
と
し
て

「植
木
町
・稀

綿
屋
次
右
衛
門

。
同
所
　
綿
屋
太
右
衛
門

。
同
所
　
新
屋
勘
次
郎
、

木
屋
ノ
瀬
・需
柏
屋
勘
十
郎

。
同
所
　
米
屋
善
五
郎
、
直
方
町

・需

庄
屋
米
屋
仁
左
衛
門
」
の
六
人
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
遠
賀
川
流
域
圏
は
、　
一
応
、
基
本
体
制
は
、
整

っ

た
。
こ
の
よ
う
に
積
極
的
に
藩
の
仕
組
に
乗
じ
て
商
品
流
通
を
進
め

よ
う
と
す
る
こ
の
市
場
圏
の
発
展
程
度
を
示
す
商
品
貨
幣
経
済
は
、

藩
南
市
場
圏
と
不
均
等
発
展
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

一
一　

藩
南
甘
木
宿
市
場
圏

と
仕
組

へ
の
抵
抗

甘
木
街
道
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
し
て
、
西
は
城
下
町
博
多
に
通
じ
、

東
は
隣
藩
天
領
日
田
に
連
る
動
脈
と
な

っ
て
、
流
通
の
役
割
り
を
果

し
て
い
た
。
さ
ら
に
二
つ
の
条
件
を
あ
げ
て
お
け
ば
、　
一
つ
は
支
藩

秋
月
の
城
下
と
近
く
、
商
業
は
む
し
ろ
甘
木
の
方
が
盛
ん
で
あ
り
、

本
藩
が
秋
月
を
支
藩
と
す
る
時
、
夜
須
郡
に
あ
る
甘
木
は
本
藩
支
配

と
し
掌
握
し
て
離
さ
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
も
う

一
つ
は

南
側
は
筑
後
川
に
近
く
、
水
運
の
便
も
あ
る
程
度
利
用
で
き
た
こ
と

で
あ
る
。
九
州
最
大
の
筑
後
川
は
若
津
港
に
連
り
、
有
明
海
を
通

っ

て
長
崎
や
瀬
戸
内

・
上
方
と
直
結
で
き
る
ル
ー
ト
で
あ

っ
た
か
ら
、

6′



専
売
制
に
よ
る
統
制
も
、
す
べ
て
の
抜
荷
を
把
握
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

概
要
は
前
稿
で
述
べ
た
か
ら
、
こ
こ
で
は
問
題
点
の
み
に
触
れ
て

お
こ
う
。

甘
木
宿
周
辺
は
析
の
本
が
多
く
、
集
荷
し
た
析
の
実
は
殆
ど
甘
木

を
中
心
に
、
板
場

へ
持
ち
こ
ま
れ
て
蟷
が
生
産
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
在
方
に
も
板
場
が
あ

っ
て
、
そ
こ
で
す
で
に
生
蟷
に
さ
れ
て
、

甘
木

へ
持
ち
こ
ま
れ
る
の
も
多
か
っ
た
と
考
え
れ
ら
れ
る
。
そ
れ

故
、
前
稿
で
述
べ
た
朝
日
村
大
庄
屋
の
平
内
と
い
う
者
が
代
表
で
、

仕
組
反
対
の
願
い
書
を
提
出
し
て
き
た
。
こ
れ
は
日
付
は
逆
に
な

っ

た
が
、
前
節
で
述
べ
た
藩
東
遠
賀
川
流
域
市
場
圏
と
対
照
的
で
あ

っ

た
。
平
内
の
い
う
反
対
理
由
は
、
甘
木
宿
の
み
な
ら
ず
、
周
辺
地
の

関
連
析
蟷
経
営
者

一
同
が
困
る
と
い
う
の
で
、
既
に
広
く
蟻
生
産
組

織
が
で
き
上
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
平
内
は
仕
組
施
行
が
な
け
れ

ば
銀
二
貫
目
の
運
上
銀
を
寸
志
と
し
て
納
め
て
も
良
い
、
と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
彼

一
人
が
上
納
す
る
の
で
は
な
く
、
関
連
業
者
か

ら
集
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
生
産
と
流
通

の
市
場
圏
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
抵
抗
が
あ

っ
た
の
で
、
遠
賀
川
流
域
の
、
仕
組

へ
の

積
極
的
対
応
に
奉
行
亀
右
衛
門
は
安
堵
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
早

速
、
藩
東
の
若
松
口
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
は
博
多
回
の
会
所
年
番
六

人
を
選
定
し
た
。
ま
ず
福
岡
西
町
の
富
田
屋
九
右
衛
門

。
博
多
浜
口

町
浜
の
油
屋
録
助

。
同
所
土
居
町
釜
屋
惣
右
衛
門

。
同
所
浜
口
町
浜

八
尋
久
次

。
博
多
浜
口
町
浜
安
武
甚
吉

。
同
所
川
口
町
紅
粉
屋
次
六

が
そ
れ
で
あ
る
。

甘
木
街
道
は
、
終
着
博
多
口
に
析
実
や
析
蟷
を
集
荷
し
、
会
所
の

諸
手
続
き
を
し
て
、
博
多
よ
り
大
坂

へ
積
帆
し
た
。
若
松
口
は
川

滞
で
遠
賀
川
を
下
っ
て
き
た
積
荷
を
洞
海
湾
か
ら
出
し
て
ゆ
く
た

め
、
外
洋
船
に
積
み
か
え
て
上
方

へ
送
り
出
す
要
の
役
を
果
た
し

た
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
城
下
の
博
多
は
伝
統
も
規
模
も
大
き
く
、

上
方
大
坂

へ
の
積
送
は
最
初
か
ら
外
洋
船
が
用
い
ら
れ
た
の
は
当
然

で
あ
る
。

先
に
あ
げ
た
土
居
町
の
釜
屋
惣
右
衛
門
は
、
多
く
の
間
屋

。
生
産

者
を
従
え
た
板
場
で
あ

っ
て
、
後
に

「釜
惣
」
と
呼
ば
れ
る
豪
商
に

な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
析
蟷
生
産
と
販
売
＝
上
方

へ
の
搬

送
を
す
る
経
済
構
造
が
す
で
に
出
来
て
お
り
、
そ
れ
が
藩
南
市
場
圏

を
基
盤
と
し
て
広
範
な
生
産
力
と
市
場
、
つ
ま
り
関
連
す
る
析
実
育

成
者

・
仲
買
集
荷
商
人

・
間
屋
層
商
人

・
板
場
生
産
者
と
多
く
の
業

者
が
い
た
の
で
、
運
上
銀
も
上
納
し
て
い
た
位
で
あ

っ
た
。
そ
の
よ

う
な
特
産
品
組
織
の
利
潤
獲
得
者
が
い
た
ら
、
急
に
藩
が

一
手
に
掌



握
す
る
専
売
制
を
仕
組
む
と
言
わ
れ
れ
ば
、
反
対
の
強
力
な
抵
抗
を

示
す
の
は
当
然
で
あ

っ
た
。
藩
東
市
場
の
態
度
と
異
な
る
の
は
自
然

の
表
現
で
あ
ろ
う
。

〓
一　

析
蟷
仕
組

と
為
替
銀

こ
れ
ま
で
、
析
蟷
を
商
品
と
し
て
、
主
と
し
て
大
坂
に
納
屋
物
と

し
て
積
み
上
せ
を
し
て
い
た
の
が
、
藩
権
力
に
よ
る
仕
組
と
し
て
、

蔵
物
に
析
蟷
が
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然

そ
の
商
品
と
し
て
の
析
蟻
販
売
の
方
法
が
激
変
し
、
藩
も
業
者
も
共

に
対
応
の
姿
勢
は
変
化
す
る
。
中
で
も
今
ま
で
自
由
に
販
売
し
て
い

た
経
済
行
為
で

一
番
影
響
を
う
け
る
の
は
、
販
売
と
い
う
商
行
為
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
は
商
品
販
売
と
い
う
基
本
的
な
行
為
、
商
品
を
販
売

し
て
、
購
買
者
か
ら
貨
幣
を
受
取
る
か
、
又
は
掛
売
り
し
て
手
形
を

も
ら
う
か
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
仕
組
に
な
る
と
、
析
蝿
商
品
を
藩

の
機
関
、
会
所
に
納
入
す
る
商
人
と
な
り
、
そ
の
代
金
を
ど
の
よ
う

な
形
で
受
取
る
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
何
時
受
取
る
か
、
つ
ま
り
売

と
買
の
間
に
時
間
的
ズ
レ
が
生
じ
る
。

つ
ま
り
商
人
が
商
品
を
売

り
、
会
所
が
買
い
上
げ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
藩
か
ら
ど
の
よ
う
な
貨

幣
を
受
取
る
か
が
問
題
と
な
る
。
史
料
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

一
、
追
々
蟷
荷
物
差
出
い
故
、
為
替
銀
無
之
い
而
ハ
相
済
不
申
旨

申
出
い
処
、
十

一
月
晦
日
御
当
用
わ
御
取
替

二
而
、
御
銀
子
八

拾
貫
目
御
渡
方

二
相
成
、
証
拠
亀
右
衛
門
仕
出
、
急
渡
リ
ニ
而

即
日
二
相
済
、
若
松
口
江
銀
五
拾
貫
日
、
博
多
口
江
銀
三
拾
貫

目
相
渡
い
、
尤
年
番
之
者
る
御
銀
預
り
証
文
為
差
出
、　
一
ヶ
月

切

二
勘
定
相
立
さ
せ
い
、
右
年
番
わ
差
出
い
御
銀
子
預
り
証
文

は
、
御
殿
内
何
方
江
成
り
共
被
召
置
被
下
い
様
申
出
い
処
、
西

皿
山
御
仕
組
銀
借
シ
付
証
文
之
通
封
シ
、
御
用
所
江
差
出
置
い

様
与
大
夫
殿
被
申
聞
い
二
付
、
封
シ
い
而
追
々
二
与
大
夫
殿
手

元
江
差
出
置
い
事

と
、
会
所
に
渡
し
た
析
嘘
商
人
は
為
替
銀
を
受
取
る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
は
為
替
銀
と
い
う
手
形
で
あ

っ
て
、
藩
札
の

一
種
と
考
え
て
よ

か
ろ
う
。
問
題
は
そ
の
価
格
で
あ
る
。
荷
主
が
会
所

へ
売
る
と

尤
右
為
替
銀
ヲ
相
渡
置
い
趣

ハ
手
形

二
書
込
、
荷
主
江
年
番
わ

相
渡
い
、
（中
略
）
大
坂
表

二
而
御
売
払
相
済
、
仕
切
状
下
り
い

上
、
銀
子
と
右
之
預
り
と
引
替
い
筈

二
相
究
い

と
為
替
銀
＝
預
り
手
形
を
受
取

っ
て
お
く
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
大
坂
で
商
品
と
し
て
売
ら
れ
、
そ
こ
で
価
格
が
決
ま
る
の
で
あ

る
か
ら
、
決

っ
た
ら
仕
切
状
が
送

っ
て
来
た
上
で
、
銀
子
が
預
り
手

形
と
引
替
え
に
荷
主
に
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば



為
替
手
形
で
あ
る
か
ら
、
荷
主
は
仕
切
状
が
届
い
て
決
済
さ
れ
る
ま

で
債
権
者
で
あ
り
、
藩
の
会
所
は
債
務
者
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
売
買
実
体
を
見
る
と
、
銀
為
替
は
明
ら
か
に
信
用

貨
幣
で
あ
る
。

つ
ま
り
藩
札
の
中
に
は

一
般
に
発
行
さ
れ
る
、
藩
権

力
を
背
景
と
し
て
の
兌
換
又
は
不
換
紙
幣
と
為
替
銀
の
よ
う
な
手
形

と
が
あ
り
、
後
者
は
明
ら
か
に
作
道
洋
太
郎
が
い
う
信
用
貨
幣

（通

貨
）
で
あ

っ
て
、
期
限
あ
る
い
は
仕
切
状
が
届
け
ば
、
支
払
決
済
手

段
と
し
て
の
貨
幣
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
蟷

が
入
札
さ
れ
る
か
他
の
手
段
で
あ
る
か
は
と
も
か
く
、
売
れ
た
時
の

結
果
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
ま
で
納
屋
物
と
し
て
、
商
人
の
手
で

販
売
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
こ
の
仕
組
に
よ

っ
て
藩
の
専
売
品
、
蔵

物
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
蔵
屋
敷
で

役
人
の
手
で
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
購
買
者
、
つ
ま
り
蔵
屋
敷

出
入
り
の
商
人
や
間
屋
仲
買
人
は
手
続
き
そ
の
他
、
諸
々
の
変
化
を

蒙
ら
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な
る
。
早
速
、
大
坂
加
嶋
屋
作
五
郎
よ

り
蔵
屋
舗

へ
、
そ
し
て
大
坂
蟷
問
屋
中
よ
り
加
嶋
屋
作
五
郎

へ
口
上

書
や
書
状
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

口
　
　
上

一
御
国
益
生
蟷
仕
組

一
件
之
儀
、
最
前
堺
屋
四
郎
右
衛
門

・
練
屋

市
右
衛
門

。
新
屋
勘
次
郎
右
二
人
わ
於
当
地
売
捌
等
之
儀
相
談

有
之
、
取
結
致
居
い
処
、
今
度
御
上
之
御
仕
組

二
相
成
、
全
之

御
蔵
物

二
被
為
成
い
由
、
依
之
私
儀
蝿
方
御
支
配
丼
御
仕
組
銀

出
銀
仕
い
様
、
可
被
為
仰
付
趣
ヲ
以
、
御
尋
之
次
第
奉
承
知

い
、
然
ル
処
、
最
前
右
二
人
わ
申
談
取
引
い
た
し
来
い
と
は
、

何
角
振
合
変
い
事
も
有
之
、
且
病
身

二
御
座
い
而
是
迄
連
も
御

屋
舗
江
出
勤
得
不
仕
、
私
御
大
切
之
御
用
向
奉
蒙
仰
相
勤
い

事
、
何
と
も
奉
恐
入
い
儀

二
御
座
い
故
、　
一
旦
御
断
奉
申
上
い

得
共
、
猶
又
御
入
訳
被
仰
下
い
二
付
、
得
と
相
考
初
発
わ
私
存

込
通
り
左
之
趣

二
被
為
仰
付
被
下
い
は
、
外
実
難
有
御
請
可
奉

申
上
い

一
蟷
方
御
支
配
之
儀
、
大
坂
御
蔵
屋
舗
江
為
御
登
荷
物
御
蔵
入

・

御
蔵
出
井
入
札
之
節
、
立
合
代
銀
請
取
方
且
右
代
銀
或
は
御
国

下
シ
或

ハ
為
御
替
渡
り
等
之
御
世
話
相
勤
い
而
己
計
者
、
御
請

可
申
上
、
蟷
方
御
用
銀
と
唱
い
而
之
出
銀

ハ
、
内
外
差
障
之
儀

御
座
い
二
付
、　
一
切
御
請
不
奉
申
上
い
事

右
之
通

二
而
被
為
仰
付
い
御
儀

二
御
座
い
は
、
難
有
御
請
奉
申

上
度
い

一
蟷
方
之
儀

ハ
前
文
之
次
第

二
御
座
い
、
自
然
嘘
方
御
蔵
元
杯
被

為
仰
付
い
上
、
御
用
銀

一
切
相
勤
不
申
い
も
、
心
底
相
済
不
申

い
二
付
、
蟷
方
ヲ
離
レ
只
今
迄
御
館
入
方
る
調
達
被
致
い
通
之



御
用
銀
之
廉
江
御
取
入
二
相
成
い
御
儀

二
御
座
い
は
、
銀
弐
百

貫
目
調
達
仕
度
奉
存
い
、
此
儀

ハ
蟷
方
と
は
別
段
之
事
故
、
追

而
相
願
可
申
事

二
御
座
い
得
共
、
今
般
以
序
奉
願
上
置
い
、
右

夫
々
宜
御
聞
達
可
被
成
下
い
様
、
奉
願
い
、
以
上

加
　
嶋
　
屋
　
作
　
五
　
郎

病
８
一付
　
代
、
次
　
助

辰
十
二
月
五
日

元
田
孫
平
次
様

戸

田
新

七

様

右
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
ま
で
の
商
人
仲
間
と
の
結
び

つ
き
も

あ
り
、
そ
こ
で
相
談
の
結
果
、
蔵
物
と
な

っ
た
蟷
の
取
扱
い
は
お
断

り
し
た
い
、
と
申
し
出
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
れ
は
仲
間
二
人
と
今

ま
で
通
り
に
は
ゆ
か
ず
、
蟷
の
商
売
が
足
な
み
を
揃
え
に
く
く
な
る

だ
ろ
う
か
ら
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
蟷
の
取
扱
い
以
外
の

蟷
代
銀
の
お
国
下
し
や
為
替
銀
な
ど
、
代
銀
銭
に
限

っ
て
は
、
従
来

通
り
取
扱
い
は
致
し
ま
す
、
と
妥
協
条
件
で
切
り
抜
け
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
蔵
屋
敷
出
入
の
加
嶋
屋
に
繋
が
る
蝿
間
屋

が
、
今
ま
で
の
よ
う
に
、
納
屋
物
蟷
を
取
り
扱
い
、
入
札
な
ど
し
て

い
た
の
だ
が
、
御
蔵
屋
敷
で
役
人
の
支
配

・
管
理
に
な

っ
た
ら
渡
世

も
ま
ま
な
ら
ぬ
状
態
に
な
っ
て
難
渋
を
す
る
の
で
困
る
と
い
う
訴
え

を
加
嶋
屋

へ
行

っ
た
。
そ
の
要
点
の
史
料
を
次
に
掲
げ
て
お
こ
う
。

加
嶋
屋
作
五
郎
様
　
　
　
　
　
　
　
　
生
蟷
問
屋
中

（前
略
）
然
は
此
度
筑
前
御
国
中
生
蟷
之
儀
、
願
人
有
之

一
手

二
当
地
御
蔵
屋
舗
江
登
り
込
、
売
捌
方
貴
家
様
江
御
引
受
被
成

い
趣
承
知
仕
い
、
此
儀
諸
国
わ
当
地
江
登
り
込
い
生
蟷
高
、
十

ヲ
之
内
八
歩

ハ
筑
前
蟷
・一而
、
当
地
蟷
問
屋
共
渡
世
第

一
之
儀

二
御
座
い
、
然
処
右
体

二
相
成
い
而
ハ
間
屋
共
渡
世

二
相
離
、

身
薄
キ
者
と
ハ
乍
申
、
先
祖
わ
仕
来
り
い
商
売
相
止
可
申
段
、

歎
ヶ
敷
仕
合
奉
存
い
、
尤
御
国
許
板
場
衆
中

一
統
差
支
難
渋
之

段
、
追
々
御
訴
被
申
出
い
趣
承
知
仕
い
所
、
貴
家
様
御
儀
右
願

人
又
ハ
御
引
請
共
相
聞
申
い
、
御
家
柄
之
儀

二
御
座
い
得
は
、

ケ
様
之
不
実
成
企
事

二
御
加
り
可
被
成
儀

ハ
有
之
間
敷
奉
存
い

得
共
、
多
人
数
之
者
共
被
世
差
支
之
儀
、
全
御
心
付
無
之
哉

ニ

奉
存
い
、
間
屋
共

ハ
勿
論
生
蟻

二
携
り
い
者
共
必
至
と
難
渋

仕
、
召
仕
之
者
は
不
及
申
、
仲
師
末
々
之
者
迄
及
飢
寒
申
い
儀

二
御
座
い
二
付
、
実
々
多
人
数
御
救

二
御
座
い
間
、
偏
御
賢
慮

之
程
奉
願
上
い
、
右

二
付
不
得
止
事
仲
間
之
者
と
も

一
統
御
店

江
推
参
仕
、
御
願
申
上
度
申
合
羅
在
い
得
共
、
人
数
之
儀

ニ

付
、
騒
舗
思
召
入
如
何
敷
奉
存
い
二
付
、
先
書
面
ヲ
以
、
右
之

段
御
願
申
上
い
、
以
上



（寛
政
八
年
）
　

（史
料
７
）

十
二
月
七
日

と
生
蟷
間
屋
た
ち
は
、
激
し
い
申
立
て
を
し
て
い
る
。
仕
法
が
施
行

さ
れ
れ
ば
、
間
屋
た
ち
は
勿
論
、
多
く
の
者
が
困

っ
て
生
活
で
き
な

く
な
る
か
ら
、
皆
で
訴
え
に
参
集
し
た
い
が
、
そ
れ
で
は
騒
し
く
な

る
の
で

一
応
書
面
で
申
し
上
げ
ま
す
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

加
え
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
御
国
許

つ
ま
り
筑
前
で
も
板
場
た

ち
が
難
渋
し
、
追
々
訴
え
よ
う
と
し
て
い
る
由
で
あ
る
か
ら
、
仕
法

の
施
行
に
う
ま
く
対
応
さ
れ
た
い
、
と
書
面
で
激
し
く
訴
え
て
い

る
。
こ
れ
が
仕
法
を
始
め
た
年
末

一
二
月
七
日
で
あ
る
。

藩
と
現
実
に
商
品
を
取
り
扱
う
組
織
の
間
で
、
加
嶋
屋
作
五
郎

は
、
病
気
を
理
由
に
引
退
し
、
同
じ
加
嶋
屋
久
右
衛
門
に
引
請
け
さ

せ
て
、
藩
の
了
承
を
と
る
対
応
に
出
た
。
同
じ
加
嶋
屋
だ
か
ら
、
作

五
郎
と
久
右
衛
門
の
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、　
一
族
の
者
と
考

え
て
み
て
も
、
好
妙
な
処
置
に
出
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て

も
、
筑
前
の
板
場
た
ち
の
動
き
ま
で
把
握
し
て
の
抵
抗
で
あ

っ
て
、

如
何
に
従
来
の
納
屋
物
と
し
て
の
生
蟷
商
売
が
、
大
き
な
相
互
関
係

組
織
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
大
坂
生
蟷
市
場
の
八
割
が

筑
前
蟻
で
あ

っ
た
と
い
う
に
い
た
っ
て
は
そ
の
数
が
ど
れ
ほ
ど
正
確

か
は
不
明
だ
が
大
き
な
取
引
市
場
で
あ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ

う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
藩
の
財
政
は
、
強
行
に
仕
法
を
貫
い

て
い
く
途
し
か
残

っ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
右
に
掲
げ
た
生
蟷
間
屋
中
が
言
う
よ
う
に
、

「先
祖
る
仕
来
」
る
蟷
商
人
の
伝
統
が
脅
か
さ
れ
る
ほ
ど
、
あ
る
い

は

「及
飢
寒
」
ん
で
苦
労
す
る
ほ
ど
単
品
取
り
扱
い
商
人
が
多
く

な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
書
簡
の
文
言
通
り
に
受
取
る
の
も
い

か
が
か
と
思
う
が
、
地
方
の
領
国
政
策
の
遂
行
で
打
撃
を
受
け
る
の

は
確
か
で
あ
ろ
う
。
商
品
は
売
れ
て
こ
そ
、
価
値
実
現
が
な
さ
れ
る

の
で
あ
る
か
ら
、
大
坂
と
い
う
幕
府
直
轄
の
中
央
市
場
が
、
受
け
入

れ
を
渋
る
と
い
う
時
代
の
変
化
は
看
取
さ
れ
る
と
考
え
る
。

領
内
の
方
は
、
何
は
と
も
あ
れ
強
力
に
生
蟷
大
坂
登
せ
を
可
能
に

す
る
体
制
を
進
め
て
い
る
の
だ
か
ら
、
中
央
市
場
側
の
柔
軟
な
対
応

が
な
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
加
嶋
屋

か
ら
間
屋
仲
買
共
に
入
札
を
す
る
よ
う
申
談
じ
た
と
こ
ろ

（前
略
）
間
屋
仲
買
共
是
迄
大
坂
表

二
御
蔵
蟷
と
申
い
者
七
倉

ｂ
外
無
之
い
、
八
蔵

二
相
成
い
而
ハ
法
式
も
乱
レ
、
其
外
問
屋

仲
買
共
、
難
渋
之
次
第
も
御
座
い
二
付
、
入
札
の
儀

ハ
御
断
申

上
い
、
尤
直
組
売

二
被
仰
付
い
は
、
随
分
入
札
可
仕
い
得
共
、

御
米
同
前

二
御
札
払

二
御
座
い
ハ
ヽ
、
決
而
入
札
之
儀
御
断
申

上
い
由

二
而
、　
一
向

二
入
札
不
仕
い
故
、
甚
御
仕
組
指
問

二
相

成
、
成
就
仕
兼
段
々
隙
取
申
い
事



と
加
嶋
屋
の
申
入
れ
に
も
従
わ
ず
、
大
坂
の
蔵
蟷
は
七
倉
で
あ

っ

て
、
八
倉
に
な
る
と

「法
式
も
乱
レ
」
て
く
る
し
、
色
々
問
屋
仲
買

共
も
難
渋
す
る
と
し
な
が
ら

「直
組
売
」
、
つ
ま
り
今
ま
で
通
り
の

納
屋
物
扱
い
な
ら
ば
入
札
に
応
じ
て
も
よ
い
と
い
う
素
振
り
を
み
せ

な
が
ら
、
蔵
米
の
よ
う
に

「御
札
払
」
な
ら
ば
や
は
り
お
断
り
す
る

と
い
う
強
い
抵
抗
で
あ
る
。
こ
こ
で
今
あ
る
販
売
組
織
が
乱
れ
る
こ

と
、
さ
ら
に
現
品
渡
し
で
は
な
く
札
払
い
が
行
な
わ
れ
る
な
ら
ば
入

札
し
な
い
と
、
藩
側
の
権
力
的
組
織
で
の
商
品
販
売
の
方
法
を
痛
烈

に
批
判
し
て
い
る
。
「御
売
払
之
御
手
段
出
来
不
仕
」
ほ
と
ほ
と
手

を
焼
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
せ

っ
か
く
、
領
内
の
体
制
が
整

っ
た
の

に
、
こ
こ
で
生
命
が
け
の
飛
躍
と
い
わ
れ
る
販
売
が
頓
挫
し
て
は
、

仕
組
全
体
が
成
り
立
た
な
く
な
る
瀬
戸
ぎ
わ
に
立
た
さ
れ
た
感
が
あ

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
藩
内
で
は
着
々
と
蟷
荷
大
坂
登
せ
に
着
手
し

て
い
る
。

一
大
坂
表
御
仕
組

一
円
相
調
兼
申
、
左
い
而
旧
各
る
大
坂
表
江
積

登
せ
い
蟷
荷
追
々
余
分

二
相
集
り
、
以
上
六
千
俵
余

二
相
成

い
、
大
坂
表
蟷
荷
余
分

二
相
成
い
而
ハ
、
入
札
仕
い
二
相
成
い

而
、
自
然
と
直
段
下
直

二
も
相
成
可
申
い
間
、
今
暫
大
坂
表
御

仕
組
相
調
い
迄
、
蟷
荷
積
登
セ
い
事
見
合
せ
置
い
様
、
清
大
夫

殿
わ
与
大
夫
殿
迄
申
来
い
由
、
与
大
夫
殿
被
仰
聞
い
二
付
、
六

月
五
日
博
多
舟
番
神
丸
切

二
積
登
せ
見
合
申
い
、
然
処
御
国
中

板
場
中
わ

ハ
追
々
蟻
荷
差
出
い
故
、
為
替
銀
相
渡
不
申
い
而
相

済
不
申
段
申
出
い
処
、
御
当
用
御
銀
子
之
内
る
追
々
御
取
替

ニ

相
成
、
六
月
十
日
迄
以
上
千
百
貫
ロ
ニ
相
成
い
、
博
多

。
若
松

両
所
御
蔵
元

二
積
登
せ
見
合

二
相
成
い
己
後
、
相
集
り
申
い
蟷

荷
、
凡
弐
千
六
百
俵
余

二
相
成
い
得
共
、
右
御
銀
子
ヲ
以
為
替

銀
丼
中
渡
り
銀
其
外
運
賃

・
両
会
所
取
立
諸
雑
用
銀
等
少
し
も

無
差
問
相
調
申
い
事

右
の
史
料
で
は
、
二
つ
の
大
き
な
問
題
が
語
ら
れ
て
い
る
。　
一
つ

は
、
大
坂
側
の
受
入
れ
態
勢
が
い
ま
だ
整
わ
な
い
の
に
、
蟷
荷
は
す

で
に
一ハ
、
○
○
○
俵
以
上
送
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
で
は

売
値
は
下
る
だ
ろ
う
か
ら
、
六
月
五
日
の
番
神
丸
ま
で
で
積
送
を

一

時
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
こ
で
第
二
の
問
題
が
生
じ
た
。

板
場
生
産
は
続
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
積
送
中
止
に
な

っ
て

も
、
六
月

一
〇
日
に
な
っ
た
ら
、
千
百
貫
も
の
積
送
分

・
滞
溜
分
が

出
来
た
。
勿
論
、
そ
れ
に
も
困
る
の
だ
が
、
板
場
荷
主

へ
の
代
銀
支

払
い
に
二
、
六
〇
〇
俵
余
の
引
換
え
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
く
な

っ
た

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
為
替
銀
な
ら
び
に
中
渡
り
銀
、
そ
の
ほ
か

運
賃
や
雑
用
費
ま
で
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
為
替

銀
準
備
で
済
ま
さ
れ
た
。
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藩
内
の
仕
組
で
生
産

・
積
送
が
行
わ
れ
る
段
階
ま
で
可
能
に
な
っ

て
い
る
の
に
、
大
坂
中
央
市
場
が
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
、
商
品
の
貨

幣

へ
の
姿
態
転
換
が
で
き
な
い
の
で
、
折
角
の
藩
権
力
の
総
て
を
か

け
た
経
済

。
財
政
打
開
の
途
は
閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
確
か
に

販
売
と
い
う
経
済
活
動
の
難
し
さ
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
こ
の
状
態
を
、
藩
は
総
力
を
あ
げ
て
打
開
し
な
け
れ
ば
、
仕
法
そ

の
も
の
が
完
成
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
況
に
い
か
に
対

処
す
る
か
が
次
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
史
料
の
結
末
は
、
そ
の
打
開

過
程
を
辿

っ
て
い
る
。

盆
訓
略
）
大
坂
表
江
最
早
六
千
俵
余
差
登
せ
申
い
得
共
、　
一
円
問

屋
共
入
札
仕
買
取
不
申
い
二
付
、
御
国
中
板
場
共
何
分
難
渋
仕

い
、
大
坂
表
わ
追
々
御
模
様
申
来
い
得
共
、
委
舗
次
第
相
分
り

兼
申
い

二
付
、
（中
略
）
同
廿
七
日
朝
亀
右
衛
門
福
岡
表
出
立

仕
（下
略
）

と
仕
組
奉
行
自
ら
上
坂
の
た
め
福
岡
を
出
発
し
た
。
途
中
な
る
べ
く

早
く
着
坂
す
る
努
力
を
重
ね
て

「同
五
日
昼
前
大
坂
着
船
」
し
た
。

直
ち
に
蔵
屋
敷
に
趣
き
、
調
査
を
始
め
た
。

大
坂
滞
留
中
清
大
夫
殿
何
廉
と
御
用
筋
承
合
、
次
に
松
田
清
次

何
角
と
申
談
、
加
嶋
屋
手
代
万
平

。
平
八
、
鴻
池
手
代
専
助

。

佐
十
郎

・
重
助
致
出
会
、
存
奇
等
承
合
せ
申
い

（中
略
）
其
後

間
屋
仲
買
共
御
呼
出
一而
、
筑
前
蔵
屋
舗
蟷
荷
余
分

二
積
登
せ

相
成
居
い
処
、　
一
向
致
入
札
買
取
不
申
段
相
聞
い
、
全
体
筑
前

国

二
不
限
余
分
二
有
之
品
相
払
可
申
と
有
之
、
其
品
買
取
為
致

融
通
不
申
段
、
世
間
之
甚
問

二
相
成
、
不
埒
之
至
二
い
、
早
々

買
取
、
為
致
融
通
い
様

二
と
桐
舗
被
仰
付
有
之
い
由
、
尤
其
前

二
加
嶋
屋
も
御
番
所
江
御
呼
出
二
而
、
御
仕
組
差
問
居
申
い
段
、

委
敷
御
尋
有
之
い
故
、　
一
々
御
番
所
江
申
出
い
由

二
御
座
い
、

右
之
通
御
頼
入
無
之
い
而
御
番
所
わ
御
詮
儀

二
相
成
い
故
、
間

屋
仲
買
甚
恐
入
、
早
々
致
入
札
、
殊

二
御
札
払
之
儀
も
能
々
気

服
仕
、　
一
々
思
召
之
通
り
之
御
仕
組

二
相
成
、
間
七
月
四
日
ニ

初
入
札
札
仕
い
、
右
之
次
第

二
而
入
札
仕
い
故
、
直
段
壱
斤

ニ

付
壱
匁
六
分
位

二
而
下
直

二
相
成
い
得
共
、
俵
数
綾
六
百
五
拾

俵
之
事
故
、
無
異
儀
蟷
荷
御
渡
方
二
相
成
い
、
右
之
通
御
仕
法

相
立
い
故
、
間
七
月
五
日
朝
亀
右
衛
門
大
坂
表
出
立
仕
、
中
国

路
罷
帰
、
閏
七
月
廿
二
日
福
岡
表
江
帰
着
仕
い

（下
略
）

こ
れ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
亀
右
衛
門
が
大
坂
滞
在
の
諸
役
人
と
打
ち

合
せ
て
、
早
速
呼
び
出
し
た
商
人
に
加
嶋
屋
手
代
が
い
る
が
、
更
に

福
岡
藩
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
鴻
池
の
手
代
二
人
が
い
る
こ
と
は
、

相
当
に
現
地
の
有
力
者
を
動
か
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
上

で
、
加
嶋
屋
が
前
以
て
根
廻
し
を
し
た
上
、
間
屋
仲
買
人
共
を
呼
び



つ
け
、
入
札
し
な
い
こ
と
は

「
不
埒
之
至
」
と
藩
権
力
を
背
景
に
桐

喝
す
る
よ
う
な
態
度
で
臨
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て

一
挙
に
入
札

が
行
わ
れ
、
仕
組
の
体
制
実
施
が
完
成
し
た
。

さ
て
こ
の
よ
う
な
経
過
を
辿

っ
て
整
え
ら
れ
た
析
蟷
専
売
仕
法

は
、　
一
八
世
紀
末
の
幕
藩
制
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ

ろ
う
か
。

天
下
の
台
所
と
い
わ
れ
た
幕
府
直
轄
都
市
の
大
坂
も
、
次
第
に
経

済
力
に
お
い
て
江
戸
に
及
ば
ぬ
よ
う
に
な
っ
て
い
く
時
代
の
推
移
は

否
定
し
よ
う
も
な
か
っ
た
が
、
豪
商
居
並
ぶ
中
央
市
場
大
坂
の
機
能

は
隠
然
た
る
も
の
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
析
蟻
仕
組
に

よ
る
生
嘘
積
登
せ
に
対
し
て
、
拒
否
反
応
の
姿
勢
を
示
し
た
の
は
、

生
産
物
の
商
品
化
市
場
と
し
て
の
衿
持
は
失
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
か

ら
、
藩
側
と
し
て
は
少
々
と
ま
ど

っ
た
の
で
あ
る
。
生
産
物
が
商
品

と
し
て
売
ら
れ
る
難
し
さ
は
、
経
済
活
動
の
基
本
過
程
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
時
と
場
の
関
わ
り
あ
い
と
い
う
条
件
の
中
で
展
開
す
る

が
、
大
坂
市
場
と
い
う
強
力
な
経
済
組
織
を
従
わ
せ
る
た
め
に
は
、

仕
組
奉
行
亀
右
衛
門
自
ら
大
坂
ま
で
出
向
い
て
手
を
尽
く
さ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
こ
と
に
現
れ
て
い
る
。
九
州
の
外
様
福
岡
藩
の
折
伏
に

問
屋
仲
買

「
恐
入
」
り

「気
服
」
し
た
こ
と
は
、
流
通
組
織
の
変
更

を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
な
る
し
、
鴻
池
ま
で
動
員
し
て
の
画
策
は
大

坂
市
場
で
あ
る
だ
け
に
大
き
な
意
味
を
も
ち
、
そ
こ
ま
で
い
け
た
背

景
に
は
、
藩
が
強
力
な
従
来
の
体
制
か
ら

一
つ
の
国
家
体
制
に
変
化

し
た
結
果
の
力
強
さ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
西
南
地

域
を
中
心
と
し
て
、
計
算
貨
幣
と
は
い
え
、
各
藩
が
独
自
に
、
自
国

の
経
済
状
態
と
隣
藩
あ
る
い
は
関
係
の
あ
る
諸
藩
と
を
感
案
し
て

創

っ
た
、
藩
の
、
つ
ま
り
領
国
貨
幣
と
し
て
の

「匁
銭
」
を
も
つ
に

い
た
っ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
。
多
く
の
社
会
条
件
と
か
ら
ん
だ

前
期
的
経
済
社
会
に
あ

っ
て
、
領
国
貨
幣
を
も
つ
こ
と
の
重
要
さ
を

指
摘
し
た
い
。
そ
れ
は
家
康
が
、
関
ヶ
原
戦
の
翌
年
、
つ
ま
り
慶
長

六
年

（
王
ハ
〇

一
）
い
ま
だ
江
戸
幕
府
を
開
く
二
年
前
に
全
国
統

一

貨
幣
を
鋳
造
し
、
発
行
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
と
同

じ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
幕
藩
制
の
中
葉
頃
か
ら
匁
銭
が
西

国
、
殊
に
西
南
地
域
に
創
生
し
つ
つ
領
国
貨
幣
の
意
味
を
も

っ
て
き

た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
統

一
全
国
貨
幣
の
外
部
的
存

在
意
義
を
も
つ
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
藩
が
国
家
と
し
て
自
律
し
て

ゆ
き
つ
つ
あ

っ
た
と
考
え
る
が
、
そ
れ
故
に
幕
府
に
対
抗
す
る
勢
力

が
芽
生
え
、
そ
れ
を
助
長
し
た
と
思
わ
れ
る
。

む
す
び
―
―
藩
札
論
と
為
替
銀
―
―

寛
政
八
年

（
一
七
九
六
）
よ
り
藩
が
強
力
に
推
し
す
す
め
た
析
蟷



専
売
仕
法
の
経
過
を
少
々
詳
し
く
辿

っ
て
き
た
。
八
年
辰
十
月
か
ら

実
質
的
に
、
筒
井
亀
右
衛
門
を
仕
組
奉
行
に
任
じ
て
施
行
の
た
め
の

行
動
を
始
め
、
幾
多
の
難
関
を
の
り
越
え
て
、
翌
九
年
間
七
月
に
よ

う
や
く
大
坂
蔵
屋
敷
の
番
所
を
通
し
て
間
屋
仲
買
人
に
よ
る
蟷
荷
入

札
が
始
ま
っ
て
軌
道
に
乗
り
、
実
質
的
専
売
制
が
施
か
れ
た
の
で
あ

る
。
発
議
し
て
約
十
ヶ
月
を
か
け
る
熱
の
入
れ
よ
う
で
あ

っ
た
。
こ

の
間
の
詳
細
な
記
述
を
寛
政
九
年
十
二
月
の
段
階
で
ま
と
め
た
本
史

料
は
、
極
め
て
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
仕
組
奉
行
を
勤
め

た
筒
井
亀
右
衛
門
な
ら
で
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
詳
述
は
で
き
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。

さ
て
こ
こ
で
述

べ
て
き
た
主
要
問
題
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
こ

＞ｎノ。ま
ず
、
幕
府
の
直
轄
都
市
大
坂
の
商
業
組
織
が
、　
一
領
国
の
専
売

仕
法
の
権
力
的
圧
力
を
加
え
ら
れ
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
商
人
た
ち

の
変
化
で
あ
る
。
専
売
制
は
、
勿
論
、
藩
の
財
政
窮
乏
か
ら
の
脱
出

を
は
か
っ
た

一
つ
の
手
段
で
あ
る
が
、
特
産
物
販
売
と
い
う
利
点
を

生
か
し
た
制
度
は
、
石
高
制
を
基
本
と
す
る
藩
の
自
ら
の
変
身
を
、

つ
ま
り
藩
の
商
人
化
を
も
た
ら
す
権
力
の
変
質
的
転
換
で
あ

っ
た
。

そ
の
こ
と
は
、
財
政
政
策
と
し
て
強
化
す
る
こ
と
の
中
に
矛
盾
が
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
農
民
に
析
の
木
栽
培

と
そ
の
実
を
会
所

へ
の
納
入
、
あ
る
い
は
板
場

へ
の
販
売
と
い
う
商

業
化
を
藩
自
ら
が
奨
励
し
た
上
に
、
生
産
物
販
売
と
い
う
商
品
貨
幣

経
済

へ
の
積
極
的
役
割
を
担
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と

は
、
藩
が
商
品
買
上
げ
、　
つ
ま
り
貨
幣
支
払
い
の
必
然
的
責
務
を
負

う
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
如
く
財
政
収
入
の
獲
得

が
基
本
的
な
専
売
制
で
あ
る
か
ら
、
市
場
に
出
し
て
取
得
す
る
貨
幣

は
、
生
産
者
に
払
う
、
と
い
う
よ
り
藩
庫
に
入
れ
ら
れ
る
の
が
主
目

的
で
、
農
民
や
板
場
商
人
は
販
売
代
銀
を
受
け
と
る
の
で
は
な
く
、

藩
か
ら
渡
さ
れ
る
の
は
手
形
類
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
も
、

兌
換
を
前
提
で
出
さ
れ
る
藩
札
が
、
不
換
紙
幣
に
な

っ
て
い
く
の
よ

り
、
手
形
と
い
う
債
権

。
債
務
関
係
の
裏
付
け
の
あ
る
貨
幣
代
替
物

の
方
が
信
用
さ
れ
て
流
通
し
易
す
か
っ
た
の
は
確
か
で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
為
替
銀
と
の
関
連
で
、
問
題
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

析
蟷
が
会
所
に
納
め
ら
れ
る
時
、
そ
れ
は
市
場

へ
の
販
売
で
は
な

い
。
会
所
か
ら
大
坂
に
搬
送
さ
れ
、
蔵
屋
敷
を
通
し
て
間
屋

。
仲
買

人

へ
入
札
さ
せ
て
、
初
め
て
商
品
と
な
る
の
で
あ

っ
て
、
会
所
納
入

時
は
、
大
坂
市
場
で
販
売
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
販
売
価
格

の
一
部
を
荷
主
に
渡
さ
れ
る
の
が
為
替
銀
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か

に
藩
札
の

一
種
で
あ
る
。

つ
ま
り
会
所

へ
の
納
入
は
、
藩
が
債
務
者

に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
荷
主
は
債
権
者
と
な
る
の
で
、
正
銀
が
支
払



わ
れ
る
の
は
、
大
坂
で
販
売
さ
れ
、
仕
切
状
あ
る
い
は
正
銀
が
福
岡

に
届
け
ら
れ
た
時
、
債
務
者
＝
藩
は
債
権
者
＝
荷
主
に
支
払
決
済
が

な
さ
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
析
蟷
を
会
所
に
渡
し
た
時
と
支
払
い

が
な
さ
れ
る
時
と
の
間
の
時
間
差
が
生
じ
る
時
、
そ
れ
を
信
用
関
係

と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
為
替
銀
は
信
用
貨
幣
と

規
定
さ
れ
て
よ
い
。

そ
こ
で
紙
券
の
性
格
規
定
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。
戦
後
、

「近
代
化
論
」
が
日
本

。
西
欧
の
経
済
史
研
究
で
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
、
敗
戦
後
の
日
本
の
進
路
決
定
に
ど
う
舵
を
切
る
か
に
論
議
は

進
め
ら
れ
た
。
そ
の
中
の

一
分
野
と
し
て
、
作
道
洋
太
郎
は
、
藩
札

信
用
貨
幣

（通
貨
）
論
を
提
唱
し
て

一
画
期
を
も
た
ら
し
、
そ
の
重

要
な
問
題
点
は
現
在
も
な
お
種
々
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

そ
れ
は
戦
前
、
黒
正
巌
の
岡
山
藩
札
の
研
究
、
土
屋
喬
雄
の
金
沢

藩
札
の
研
究
な
ど
先
学
の
研
究
を
地
味
と
し
て
、
戦
後
の
幕
藩
体
制

の
研
究
と
関
連
し
た
流
通
史
の

一
部
面

へ
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
ら
は
こ
こ
で
は

一
応
措
く
と
し
て
、
作
道
の
理
論
を
検
討

す
る
こ
と
に
限
定
し
て
お
き
た
い
。
同
氏
の
研
究
が
、
最
も
藩
札
論

に
集
約
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

基
本
的
に
は
、
作
道
は

「藩
札
を
も

っ
て
領
内
の
通
貨
と
す
る
場

合

（中
略
）
兌
換
紙
幣
の
基
本
路
線
か
ら
は
は
ず
れ
て
不
換
紙
幣
と

な
る
ば
あ
い
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
藩
札
が
国
家
紙
幣
と
し

て
機
能
し
た
結
果
、
初
期
の
流
通
貨
幣
的
性
格
か
ら
財
政
貨
幣
的
性

格
を
強
め
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
」
と
ま
ず
規
定
し

て
い
る
。
こ
の
国
家
紙
幣

・
財
政
貨
幣
と
も
に
、
藩
権
力
の
通
用
強

制
を
と
も
な

っ
た
も
の
で
、
鋳
造
貨
の
代
替
物
で
あ
る
し
、
そ
れ
は

流
通
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
国
家
を
信
用

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
い
つ
で
も
兌
換
さ
れ
る
と
い
う
触
込
み
が

あ
れ
ば
こ
そ

一
般
の
者
は
安
心
し
て
藩
札
＝
紙
幣
を
使
用
し
、
蓄
わ

え
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
直
後

「藩
当
局
が

一
般
に
藩
札
を

流
布
さ
せ
る
方
法
と
し
て
採
用
し
た
政
策
．に
は
、
正
貨
と
藩
札
の
交

換
を
強
制
す
る
と
か
、
領
内
の
物
産
買
上
代
金
に
藩
札
を
用
い
た
」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
藩
札
が
領
内
に
流
通
す
る
た
め
に
支
出
さ

れ
た
方
法
で
あ

っ
て
、
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
正

貨
と
藩
札
を
交
換
す
る
意
味
と
、
物
産
買
上
げ
を
行

っ
て
藩
札
を
渡

す
意
味
は
、
本
質
的
に
異

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
者
は
幕
府
鋳
造

貨
を
吸
い
上
げ
て
、
紙
幣
を
交
え
て
流
通
さ
せ
る
の
で
あ
っ
て
、
後

者
は
商
品
と
貨
幣
の
交
換
で
あ
る
流
通
手
段
貨
幣

（紙
幣
）
で
あ

る
。
こ
れ
が

一
た
び
財
政
窮
乏
の
理
由
で
手
形
を
渡
す
こ
と
に
な
れ

ば
、
そ
れ
は

一
挙
に
支
払
手
段
に
転
化
す
る
。
こ
の
両
者
の
峻
別

が
、
同
氏
の
全
理
論
体
系
で
行
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
に
、
藩
札
＝
信
用

ア′



貨
幣

（通
貨
）
理
論
の
混
乱
原
因
が
あ
る
。

つ
ま
り

「藩
札
を
も
っ

て
典
型
的
形
態
と
す
る
近
世
の
紙
幣
は
、
多
元
的

。
複
合
的
な
性
格

を
も
っ
た
信
用
通
貨
で
あ

っ
た
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ

れ
る
所
以
で
あ
る
。
確
か
に
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
多
元
的

・
複

合
的
で
あ
る
が
、
流
通
手
段
貨
幣
と
支
払
手
段
貨
幣
の
峻
別
方
法
論

が
行
な
わ
れ
ね
ば
、
混
乱
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
価
値
形
態
論
の

正
確
な
把
握
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、
柄
谷
行
人
の
指
摘
を
待
つ
ま

で
も
あ
る
ま
い
。
作
道
が

「領
国
の
紙
幣
に
対
す
る
国
家
信
用
の
間

題
と
社
会
経
済
的
な
流
通
信
用
の
問
題
に
帰
着
す
る
」
（傍
点
原
文

の
ま
ま
）
と
主
張
す
る
の
は
、
こ
の
国
家
信
用
と
い
う
裏
付
け
が
な

さ
れ
て
信
用
貨
幣
と
し
て
紙
幣
の
不
換
制
度
が
成
立
し
う
る
の
は
、

近
代
の
金
融
制
度
が
成
立
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
近
世
は
藩
権

力
の
流
通
強
制
で
あ
っ
た
、
そ
れ
故
に
不
換
紙
幣
化
さ
れ
た
時
に
、

価
値
急
落
が
生
じ
、
権
力
強
制
よ
り
経
済
法
則
の
方
が
貫
徹
す
る
の

で
も
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
思
考
を
基
底
と
し
て
為
替
銀
は
藩
札
＝
信
用
貨
幣

と
捉
え
ら
れ
る
。

最
後
に
藩
内
の
二
つ
の
市
場
圏
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
こ
う
。
遠

賀
川
流
域
市
場
圏
と
甘
木
宿
市
場
圏
の
相
違
は
上
述
の
と
お
り
だ

が
、
そ
の
性
格
の
違
い
に
よ
っ
て
、
川
滞
運
賃
や
馬
背
輸
送
な
ど
、

そ
の
賃
銭
の
決
定
の
方
法
も
異
る
。
し
か
し
た
だ

一
つ
、
会
所
が
支

払
う
の
は
六
〇
文
銭
の
匁
銭
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
意
味
を
も

っ
て

い
る
と
考
え
る
。
領
内
貨
幣
と
し
て
博
多

・
福
岡
会
所
も
若
松
会
所

も
、
さ
ら
に
植
木
や
甘
木
の
諸
費
用
支
出
も
、
藩
に
よ

っ
て
統

一
さ

れ
た
匁
銭
の
価
値
尺
度
機
能
に
よ
り
、
余
り
誤
認
に
よ
る
格
差
騒
動

も
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
、
福
岡
藩
析
蟷
専
売
仕
法
に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
が
、
こ
の

よ
う
な
幕
府
の
統
制
の
下
に
あ
り
な
が
ら
も
、
藩
の
自
律
性
の
生
長

と
考
え
ら
れ
る
点
は
未
だ
文
化
期
と
は
い
え
、
来
る
べ
き
維
新
の
底

流
と
な

っ
て
い
っ
た
と
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
藩
国
家
の
成
長
過
程

で
あ

っ
た
。

（１
）

拙
稿

「福
岡
藩
析
懸
仕
組
と
領
国
内
市
場
圏
」
翁
経
済
史
再
考

日
本
経
済
史
研
究
所
開
所
七
〇
周
年
記
念
論
文
集
』
思
文
閣
出

版
、
平
成

一
五
年
五
月
）

（２
）

最
近
の
論
稿
で
、
商
品
を
購
買
し
て
支
払
っ
た
貨
幣
を
支
払
手

段
と
称
し
て
い
る
の
を
見
か
け
る
。
こ
れ
は
商
品
と
貨
幣
の
交

換
、
貨
幣
の
流
通
手
段
で
あ
る
。
支
払
手
段
は
商
品
を
購
入
し

て
、
同
時
に
支
払
う
の
で
は
な
く
、
手
形
類
を
渡
し
、
交
換
行
為

が
行
わ
れ
た
時
か
ら
、
時
間
を
経
て
決
済
さ
れ
る
の
を
支
払
手
段

と
規
定
す
る
。
そ
の
決
済
が
行
わ
れ
る
ま
で
販
売
者
は
債
権
者
、

購
買
者
は
債
務
者
で
あ
る
。



（３
）

作
道
洋
太
郎
著

『近
世
日
本
貨
幣
史
』
弘
文
堂
、
昭
和
三
二
年

六
月
。
同
著

『近
世
封
建
社
会
の
貨
幣
金
融
構
造
』
塙
書
房
、
昭

和
四
六
年
六
月
。

（４
）

作
道
右
掲

『金
融
構
造
』
五
七
頁
。

（５
）

柄
谷
行
人
著

『定
本
柄
谷
行
人
集
』
３

「
ト
ラ
ン
ス
ク
リ

テ
ィ
ー
ク
」
特
に
価
値
形
態
論
及
び
信
用
貨
幣
論
の
各
所
。

（６
）

作
道
前
掲

『近
世
日
本
貨
幣
史
』

一
二
九
頁
。

〔史
料
〕

秀
村
選
三
校
註

『寛
政
九
年

一
二
月
　
御
国
中
櫨
実
蟻
御
仕

組
記
録
』
三
奈
木
黒
田
家
文
書
、
宮
本
又
次
編

『九
州
経
済
史
論

集
』
第
二
巻
所
収
、
福
岡
商
工
会
議
所
刊
、
昭
和
三
二
年
五
月
。

（史
料
１
）

右
掲
史
料
　
一
一
一
八
頁

（史
料
２
）

右
同
　
一
一
一
八
～
二
一
九
頁

（史
料
３
）

右
同
　
一
一
一
九
～
三
二
〇
頁

（史
料
４
）

右
同
　
一
〓
〓
一頁

（史
料
５
）

右
同
　
一
〓
一五
頁

（史
料
６
）

右
同
　
一
〓
壬

一～
二
三
二
頁

（史
料
７
）

右
同
　
一
〓
壬
二
～
二
三
四
頁

（史
料
８
）

右
同
　
一
〓
二
五
頁

（史
料
９
）

右
同
　
一
一四
三
～
二
四
四
頁

（史
料
１０
）

右
同
　
一
一四
四
頁

（史
料
１１
）

右
同
　
一
一四
四
～
二
四
五
頁

〔追
記
〕

本
稿
執
筆
の
直
前
、
先
輩
で
あ
り
、
貨
幣
史
の
先
学
で
あ
っ

た
作
道
洋
太
郎
氏
が
急
逝
さ
れ
た
。
断
腸
の
思
い
。
た
だ
只
管
、
氏

の
御
冥
福
を
祈
る
の
み
。（ふ

じ
も
と
　
た
か
し
。
福
岡
大
学
名
誉
教
授
）
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